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自己紹介
• 1979年 東京大学理学部生物学科人類学課程卒業
• 1979年～1982年 理学部二号館内の回覧誌 Journal of Second Houseを立ち上げ運営
• 1980～1982年 ７名を中心とする土曜会を組織・運営
• 1981年 東京大学大学院理学系研究科人類学専攻修士課程 修了
• 1982～1986年 米国テキサス大学ヒューストン校GSBS留学 (Ph.D.)
• 1983～1986年 フルブライトプログラム同期のニュースレターを発行
• 1987～1989年 日本学術振興会PD
• 1989～1991年 東京大学理学部生物学科人類学教室 助手
• 1989年　進化学研究会を発足；SHINKAの発行
• 1991年～2002年 国立遺伝学研究所 進化遺伝研究部門 助教授
• 1991～2009年 日本DNAデータバンクの運営に参加
• 1996年～現在 Molecular Biology and Evolution associate editor
• 1997年～2000年 Anthropological Science 編集長
• 2002年～ 国立遺伝学研究所 集団遺伝研究部門 教授（現職）
• 2005年～現在 日本学術会議 会員
• 2008年 郷里の福井市で足羽三山文化協議会を発足
• 2009年～現在 Molecular Phylogenetics and Evolution associate editor 
• 2009年～現在 Human Biology editorial board member
• 2010～2011年 日本進化学会 会長
• 2010年 Neighbor-Joining Method (Saitou & Nei 1987)の引用件数が２万を超える
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どのようにして雑誌を運営するのか
0. WebPageを立ち上げて論文をつのる
1. 著者が論文を投稿する
2. 一定期間編集委員のあいだで論文を閲覧する
3. 査読する価値なし/あり → 却下/査読
4. 査読の結果、却下/受理
5. 受理された論文を公開用に編集
6. 編集済みの論文を雑誌WebPageで公開
7. 掲載された論文のダウンロード数、引用数など
　 の統計を雑誌WebPageで公開
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雑誌運営の具体策；神は細部に宿る
・論文は電子媒体のみ、オープンアクセスのみとする
・論文の体裁は横長とする（PCで読みやすいように）
・論文投稿は当分メール経由とする（将来はウェブを開発）
・使用言語は基本的に科学英語（日常英語とは異なる）
・編集委員数は当初の７名から数十名に増加する予定
・学会とは無関係
・著者のメールアドレスは公開しない（依頼があれば教える）
・問題の多いIFにかわる別の指標を導入する（将来の課題）
・原著論文以外に、総説、書評や会議報告など多彩にする
・巻数とページ数はつけるが、号番号はなしとする
・複数の自動バックアップシステムを用意する
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